
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て

　

現
在
の
日
本
は
、
便
利
な
生
活

を
す
る
た
め
に
、
多
く
の
も
の
を

作
り
・
使
い
・
捨
て
る
、
大
量
生

産
・
消
費
・
廃
棄
型
の
社
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
活

が
便
利
に
な
る
反
面
、
資
源
の
枯

渇
や
、
ご
み
の
量
の
増
加
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま

で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
経
済
活

動
な
ど
、
社
会
活
動
を
見
直
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち

に
求
め
ら
れ
る
の
は
「
循
環
型
社

会
」づ
く
り
で
す
。「
循
環
型
社
会
」

と
は
、な
る
べ
く
ご
み
を
出
さ
ず
、

ご
み
を
で
き
る
だ
け
資
源
と
し
て

使
い
、
ど
う
し
て
も
使
え
な
い
ご

み
は
き
ち
ん
と
処
分
を
す
る
こ
と

で
、天
然
資
源
の
消
費
を
抑
制
し
、

環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
限
り
減

ら
す
社
会
の
こ
と
で
す
。

　

米
子
市
で
は「
循
環
型
社
会
」

を
め
ざ
す
た
め
、
米
子
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
家
庭
や

事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご

み
の
処
理
を
行
い
、
ご
み
の
再
利

用
や
再
資
源
化
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

年
間
処
理
量
は
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
約
２
個
分

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
平
成
14

年
４
月
に
稼
働
を
開
始
し
、
今
年

で
19
年
目
を
迎
え
る
可
燃
ご
み
の

焼
却
施
設
で
す
。
稼
働
開
始
以
降

は
、
日
吉
津
村
、
大
山
町
の
一
部

の
可
燃
ご
み
の
処
理
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら

は
、
境
港
市
の
可
燃
ご
み
の
処
理

も
開
始
し
ま
し
た
。
年
間
の
処
理

量
は
、
約
５
万
５
千
ト
ン
に
も
な

り
、
こ
れ
を
体
積
で
例
え
る
と
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
物
全
体

の
約
２
個
分
に
な
り
ま
す
。

ご
み
か
ら
発
電

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内

シリーズ（全３回）

ごみ処理の現状を見つめる①
私たちの暮らしのなかで排出されるごみはどのようにして処理されているのでしょうか。さまざまなごみ処理施設の機能や
取り組みから、ごみの発生抑制やリサイクルによるごみの減量化など、「資源循環型社会」の構築について考えていきます。
■問合せ　クリーン推進課（☎ 30－0270、 clean@yonago.city.lg.jp）

み
ん
な
で
つ
く
る
循
環
型
社
会

〜
米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
〜
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の
行
政
機
関
の
焼
却
施
設
と
し
て

は
唯
一
、
発
電
設
備
を
備
え
て
い

ま
す
。
こ
の
発
電
設
備
は
、
ご
み

を
燃
や
し
た
時
に
発
生
す
る
熱
を

利
用
し
、
蒸
気
を
作
っ
て
発
電
機

を
動
か
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
作
っ
た
電
気
は
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
内
の
設
備
で
の
使
用

や
、
地
元
の
電
力
会
社
で
あ
る

ロ
ー
カ
ル
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
に

売
却
し
、
市
内
の
公
共
施
設
等
で

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
電
量

は
、
年
間
約
２
千
２
０
０
万
ｋ
ｗ

ｈ
で
、
こ
れ
は
家
庭
に
例
え
る

と
、
約
７
千
軒
分
が
１
年
間
に
使

１）ごみピットの様子とクレーン
２）焼却炉内でごみが燃える様子（焼却温度は850℃以上）
３）灰を排出する様子

用
す
る
電
力
に
相
当
し
ま
す
。
令

和
元
年
度
の
売
電
収
入
は
、
約

２
億
２
千
万
円
で
、
市
の
重
要
な

財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

灰
も
リ
サ
イ
ク
ル

　

ご
み
を
燃
や
す
と
灰
な
ど
の

残ざ
ん
さ渣

が
残
り
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
焼
却
時
に
残
る
残
渣

は
、
焼
却
炉
内
に
残
る
主し

ゅ
ば
い灰

、
２

つ
あ
る
フ
ィ
ル
タ
の
う
ち
、
１
つ

目
の
フ
ィ
ル
タ
に
残
る
飛ひ

ば
い灰

、
２

つ
目
の
フ
ィ
ル
タ
に
残
る
ダ
ス
ト

の
３
種
類
に
な
っ
て
い
ま
す
。
主

灰
、
飛
灰
に
つ
い
て
は
、
大
手
セ

メ
ン
ト
会
社
で
、
セ
メ
ン
ト
の
原

料
の
一
部
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
ま
す
。
ダ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
が
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、薬
剤
処
理
を
行
っ
た
の
ち
、

最
終
処
分
場
へ
埋
め
立
て
て
い
ま

す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
寿
命

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
１
年
に

１
度
、
定
期
点
検
の
た
め
に
１
週

間
程
度
休
止
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
24
時
間
フ
ル
稼
働
で
ご
み

の
焼
却
を
行
っ
て
い
ま
す
。
稼
働

を
開
始
し
て
か
ら
19
年
の
間
、
ほ

と
ん
ど
休
み
な
く
働
き
続
け
て
い

る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
可
燃
ご
み
の
焼
却
施

設
に
は
寿
命
が
あ
り
、
一
般
的
に

は
、
稼
働
開
始
か
ら
20
年
程
度
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
米
子
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
平
成
14
年
４

月
か
ら
稼
働
を
開
始
し
て
お
り
、

通
常
で
あ
れ
ば
令
和
４
年
頃
に
建

て
替
え
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
平
成
28
年
10
月
か

ら
令
和
２
年
３
月
ま
で
、
主
要
機

器
の
改
良
・
更
新
を
含
む
改
修
工

事
を
行
う
こ
と
で
、
令
和
14
年
３

月
ま
で
の
施
設
の
延
命
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

寿
命
を
迎
え
た
後
の
施
設
に
つ

い
て
は
、
西
部
圏
域
で
集
約
化
し

た
新
た
な
可
燃
ご
み
の
焼
却
施
設

を
、
建
設
候
補
地
も
含
め
て
検
討

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
に

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
生
活
し
て

頂
け
る
よ
う
に
、「
循
環
型
社
会
」

の
実
現
を
め
ざ
し
、
安
全
な
稼
働

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１ ２ ３

主灰・飛灰 ダスト電気

セメント工場

セメント原料化

最終処分場

埋立

小・中学校
家庭などで利用

クリーンセンター

▼クリーンセンターのごみの再利用・再資源化の流れ
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